
令和８年度 総合的な学習の時間の指導計画 
桃ヶ丘小学校 

１ 総合的な学習の時間の指導について 

（ｱ）こまき「夢☆チャレンジ」科の実施 

授業時数特例校の制度を活用し、４年生以上で「国語・社会・算数・理科」の４教科から各学年３５

時間を総合的な学習の時間に上乗せして授業時間数を増やします。この時間を、「こまき『夢☆チャレ

ンジ』科」と称し、「Ｍｙ探究」の時間として、子どもたち一人一人が、個々の課題やテーマに対して

探究的に学習に取り組ます。 

従来の総合的な学習の時間を「テーマ探究」と称し、学年や学級共通のテーマや課題をもって、課題

の解決に向けて探究的に学習に取り組みます。 

（ｲ）学校教育目標との位置づけ 

校訓「深めよう つとめよう きたえよう」のもと、総合的な学習の時間では、実際に地域に出て人

や自然に触れ合う体験学習を通して、主体的に取り組む児童を育てていきます。さらに、「コミュニケ

ーション能力を高める」とともに、人との関わりを大切にして心豊かな人間性を育てていきます。 

（ｳ）ねらい 

・ 自ら課題に向き合い、自分との関わりを深めようとする主体性を育てます。 

・ 自分を知り、相手を認める心豊かな人間性を育てます。 

   ・ 周りとの関わりの中での表現能力を育てます。 

   ・ 思いやりや協力・協調の態度を育てます。 

（ｴ）育てたい資質・能力 

５つのステップ（①課題の設定→②情報の収集→③整理・分析→④まとめ・表現→⑤振り返り・改

善）を繰り返すことを通して、探究的な活動を充実させ、子どもたちに次の３つの力を育みます。 

○「課題解決力」 

子どもたちが、学習した内容や生活経験等の中から自分で課題を見つけ、どうしたらその課題を解

決できるか本やインターネット等を活用して必要な情報を集め、自分自身の課題を解決しようとする

とともに、その過程を振り返りながら、新たな課題に向かっていく力。 

○「調整力」 

自分の考え方や行動を客観的に見つめながらよりよい課題解決方法を考えるとともに、自分自身や

他者の考えや意見のよさを大切にし、様々な立場や想いを受け止めながら協力する力。 

○「創造力」 

自分の周りにある社会や事象に関心をもち、自分自身が学習したことや経験したことと関連付けな

がら、新たな考えや仕組み、価値等を生み出す力。 

 

（ｵ）各学年の目標 

 学 年 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

知
識
及
び
技
能 

知 識 
ニュータウン特有の町
づくりや地域の特産物
について理解する。 

環境を守ろうとする
人々の思いや工夫を理
解する。 

多様性を尊重し合うこ
との大切さを理解す
る。 

桃花台のまちづくりや
SDGｓのねらいを理解
する。 

技 能 

桃づくりの過程を正確
に記録したり支援者の
話を聞き取ったりす
る。 

環境のために学校や家
庭で自分にできること
を実践する。 

気持ちのよい挨拶、分
かりやすい話し方など
により、障害がある人
に適切に関わる。 

桃花台や SDGs、職業な
どについての詳しい情
報を集める。 

探究的な 
学習の 

よさの理解 

地域への愛着の深まり
は、探究的に学んだこと
による成果だと気付く。 

ゴミ・水の保全について
の意識・行動の変容は、
探究的に学んだことに
よる成果だと気付く。 

多様性を認め合う意識
の向上は、探究的に学
んだことによる成果だ
と気付く。 

桃花台を「住み続けら
れるまち」にするため
の工夫が必要であるこ
とに気付く。 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

課題の設定 
身近な課題例の中から追究課題を選択し、探究
計画を立てることができる。 

地域社会に広く目を向けて課題を見出し、解決
の方法や手順を考え、見通しをもって計画を立
てることができる。 

情報の収集 
インタビューや体験、本や ICTを活用した調べ学
習を通して、必要な情報を集めることができる。 

多様な方法で、自分の目的や意図に即した情報
を収集し、紙面や ICTで蓄積することができる。 

整理・分析 
集めた情報を地図や表・グラフなどを用いて整
理し、特徴を見つけることができる。 

適切な思考ツール等を選んで情報を整理し、情
報と情報との関係を見出すことができる。 

まとめ 
表現 

他教科で培った表現力等を生かし、相手に応じ
て分かりやすく表現することができる。 

他教科で培った表現力等を活用したり、学習の
仕方を振り返り他の学習や生活に生かしたりす
ることができる。 



学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性 

主体性 
協働性 

グループの友達と協力
して課題を解決しよう
とする。 

環境のために自分にで
きることを主体的に考
えようとする。 

他者と協働して探究活
動に取り組み、協働の大
切さに気付いている。 

探究課題の解決に向け
て、他者と協働して進ん
で取り組もうとする。 

自己理解 
他者理解 

課題解決の中で、自分
とは異なる意見や考え
があることを知ろうと
する。 

課題解決の中で、自分
とは異なる意見や考え
があることを知り、学
び合おうとする。 

探究活動を通して、自分
のよさや他者のよさを
生かしながら、協働して
学び合おうとする。 

探究活動を通して自分
自身を理解し、他者の考
えを受け入れ尊重しな
がら学び合おうとする。 

将来展望 
社会参画 

周りの人や地域との関わりの中で、自分にでき
ることを見つけようとする。 

他者との関わりの中で、自分にできることをみ
つけ、実践にうつそうとする。 

 

（ｶ）活動内容 

 目     標 学年テーマ 単 元 名 (活動名) 時間 探究パートナー 

３年 

(70) 

・ 地域の特産物である 

桃の栽培を体験する。 

・ 地域の特徴を調べ、

他との違いを知る。 

 何でもチャレ

ンジ！桃っ子探

検隊 

おいしい桃を作ろう ２０ 愛林会 

モモ栽培サポータ

ークラブ 

ＪＡ尾張中央 

校区を探検しよう ２０ 

小牧市の移り変わりについ

て調べよう 
１５ 

情 報 活 動 １０ 

キャリア教育 ５ 

４年 

(105) 

・ 地域の環境やごみの

実態を調べ、身近な問

題に関心をもつ。 

 調べてみよう・

やってみよう、わ

たしたちにでき

ること 

ゴミから始めるエコライフ ５５ エコハウス小牧 

情 報 活 動  １０ 

キャリア教育 ５ 

Ｍｙ探究 ３５ 

５年 

(105) 

・ 社会の一員として互

いに尊重し合い、自分

にできることを考え、

実践しようとする態

度を身につける。 

 みんなが豊か

に暮らすことの

できる社会を目

指して 

体験から学ぶ 郡上市の魅

力 
２０ 

社会福祉協議会 

福祉とわたしたちの生活 ３５ 

キャリア教育 ５ 

情報教育 １０ 

Ｍｙ探究 ３５ 

６年 

(105) 

・ 自分たちが住む桃花

台の歴史を知り、今を

見つめ直す活動を通

して、桃花台を「住み

続けられるまち」にす

るためのアイデアを

探究する。 

 見 つ め よ う 

これからのまち 

これからの自分 

見つめよう これからの

まち これからの自分 
４５ 

地域協議会 

桃花台センター 

ＪＡ尾張中央 

小牧市健康生きがい

支え合い推進部 

キャリア教育 １５ 

情報教育 １０ 

Ｍｙ探究 ３５ 

 

（ｷ）活動時期 

  学年の学習内容、行事等を考慮して、以下のように実施します。 

１学期 ２学期          ３学期 
     

 

テーマ探究 
 

 

 
 

My探究  
     

 

 

 

 
 



２ 年間授業時数 

  ４～６年については、国語・社会・算数・理科のうち、年間３５時間を総合的な学習の時間に置き変え

ます。 

 
        学年              

区分 ３ ４ ５ ６ 

各 

教 

科 

 

国 語 

245 

(245) 

0 

231 

(245) 

-14 

164 

(175) 

-11 

164 

(175) 

-11 

社 会 

70 

(70) 

0 

85 

(90) 

-5 

94 

(100) 

-6 

99 

(105) 

-6 

算 数 

175 

(175) 

0 

165 

(175) 

-10 

164 

(175) 

-11 

164 

(175) 

-11 

理 科 

90 

(90) 

0 

99 

(105) 

-6 

98 

(105) 

-7 

98 

(105) 

-7 

生 活     

音 楽 60 60 50 50 

図 工 60 60 50 50 

家 庭   60 55 

体 育 105 105 90 90 

外国語   70 70 

特別の教科道徳 35 35 35 35 

総合的な学習 

70 

(70) 

0 

105 

(70) 

+35 

105 

(70) 

+35 

105 

(70) 

+35 

外 国 語 活 動 35 35   

特 別 活 動 35 35 35 35 

総  授  業  数 980 1015 1015 1015 

 

   ※ 上段は変更後の総授業数、中段は標準授業時数、下段は授業時数の増減を示します。増減を示し

ていない教科については、標準授業時数の変更はありません。 


